

















寺 田 ごJ圭同t 詔あきてら Tニ ひる
工 学 博 て士
第 530 一仁'7主
昭和 39 年 3 月 25 日
工学研究科通信工学専攻












































第 4 章は，第 2 章にのべたトランジスタ・ダイオード論理回路および第 3 章にのべた磁歪遅延線を用い








第 1 章は序論であって，これまでの電話交換技術の発達とその電子化への必然性を明らかにし， トラン
ジスタおよびダイオードを用いた論理基本回路および磁歪超音波遅延線を用いた記憶装置などで構成され
た電子交換機の研究に若手するにいたった経緯を述べて，本研究の目的とその地伎を明確にしているの
















第 3 章は電子交換機の記憶装置に用いられる磁歪超音波遅延線およびその回路構成を論じている D












験装置について述べている。これは第 2 章に述べた基本同時を用い， 64 ピット長の任意の試験パターンを
発生し磁歪遅延線の動的状態を試験する装置で， これによって磁歪超行波遅延線が電子交換機の記憶素子
として十分実用的であることを立証している D
第 4 章では第 2 章に述べた論理基本同路，第 3 章に述べた磁歪遅延線に関する研究結果にもとづいて試
作された時分割方式の全電子交換機について述べている。この交換機は 127 回線の容量をもち， 構内交換
機として試作以来実用に供せられ，この形式の交換機が十分の信頼性を有することが実証されている。
第 5 章は以上の諸章を総括し，木研究によって得られた成果を明らかにし， さらに今後の研究の問題点
を述べて結論としている。
以上述べたように本論文は，将来の電話交換機の一つの形態はトランジスタを活性回路素子とし， 磁歪
超音波遅延線を記憶装置とする時分割全電子交換機であるとの一見解の上 lこすl. ち， この線に沿ってトランジ
スタおよびダイオードを用いた基本論理回路，時限回路などの構成を論じ，その設計法を確立し， 磁歪超
音波遅延線の問題を解明し，新しい形式の変換需を見出している。 さらにそれらの研究にもとづいて実用
的な規伎で実験用全電子交換機を試作し，研究の成果を確認したもので，電子工学， 通信工学の発震にfi:
献するところきわめて大であるのよって本論文は博士論文として価値あるものと認める円
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